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ま え が き 

 

我が国鉱山の保安水準を向上させることを目的に，平成25年に，「保安管理マスター制度」が発足

し，作業監督者または作業管理者に準ずる者を目指す方々を対象にした保安管理士試験が開始されま

した。本試験は，関連する技術分野の「技術試験」，「鉱山保安法令に関する講習」および「鉱山保

安法令に関する試験」から成っております。そのうち，関連する技術分野として，まず「露天採掘」

の技術試験が取り上げられました。 

ここに，露天採掘技術試験の受験に適した学習資料を充実させる目的で，過日弊協会が発行した「鉱

山保安テキスト」シリーズ（5教科）をコンパクトな図書として統合・再編成し，新たに発行するこ

とといたしました。 

なお，従来の「鉱山保安テキスト」は，通商産業省環境立地局監修のもとに，鉱山における保安・

衛生水準向上のための事業活動の一環として発行した保安技術教育の教本で，今次，本要約版作成に

あたり参考としたテキストは，下記の最新版6冊です。 

末筆ながら，業務御多忙のかたわら，本書の執筆・編集に御尽力いただいた編集委員各位に，厚く

御礼申し上げます。 

 

平成25年12月 

記 

 
         坑  外（第3版第2刷） 平成16年 6月11日発行 

         坑  内（改訂版第3版） 平成 7年 6月 1日発行 

         機  械（改訂第3版） 平成16年 3月31日発行 

         電  気（改訂版第4刷） 平成 9年 3月31日発行 

鉱害防止(上)，（下）(第3版2刷) 平成15年 4月 1日発行 
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